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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
学校関係者記入欄

評価 コメント
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Ｄ

・短縄を使って活動場所を分散するなど工夫しながら体力向上を目指す様子が伺え
ます。個々の記録がでるのもまた子供達の意欲をかきたてると思います。
・学芸会では、児童が趣向をこらして衣装や舞台装置を作り、楽しみながら主体的に
創造活動をしていました。どの学年も、自分達の出演が終わるとすぐに他の学年の
演目に集中して見ていました。コロナ禍での学校生活の中、洗小では、それらを新し
い挑戦ととらえ、例えば、運動会ではタブレットで振付を共有して練習したりゴムひも
や旗などを利用してソーシャルディスタンスを保つことと活動的な運動とを見事に両
立していました。授業中もハンドサインの工夫と未来への学びが実現されていまし
た。
・教室内、廊下、階段などに英語のあいさつなどが多く掲示されていて、日頃からの
取組が盛んなことが分かった。
・未来社会を創造的に生きる子供を育成するために、東工大の留学生との交流や
英語等外国語と触れる機会等をつくり、将来のグローバルな人材を育成する土壌を
提供している。
・年間指導計画の抜本的見直しを行った後の実践報告が楽しみです。教科横断的
な視点に立つことは中学では難しい面もあり苦労しています。その意味からも小学
校としっかり連携を図っていきたいと考えます。
・総合的な学習の時間を効果的に活用いただき、子供たちの関心をうまく引き出し、
課題に対して１人１人が思考を加え、その結果をプレゼンテーションにまとめるところ
までを指導されていた。短縄跳びについては、学校生活の様々な時間を活用して子
供たちが取り組んでいた。ただし、目標を設定し、それに向けた記録向上という観点
の浸透は十分とは言えないようであった。
・生きていく力として”コミュニケーション能力”はとても大切だと日々痛感していま
す。これからも望ましい人間関係を築くことのできる子どもたちでいてほしいと思いま
す。その為にも、様々な取組を継続していただけたらと感じました。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

３：
８５％
以上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

１：
７５％
以下

各教科を通してコミュニケーション能力の
育成を目指して指導の工夫を行い、言語
活動の充実を図る。
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〇『未来社会を創造的に生きる子どもの育成～「未来創
造プログラム」作成のためのカリキュラム・マネジメントを
通して～』を研究主題として設定し、カリキュラム・マネジ
メントを行うことによって、「思考・判断・表現」の資質が
豊かな児童が育つのではないかという研究仮説のもと、
研究を進めている。総合的な学習の時間を中核に据え、
教科横断的な視点から年間指導計画の抜本的な見直
し、単元配列表の作成を行った。
〇「一校一取組」として体力向上を目指し、なわとびタイ
ムを設定した。活動場所や時間を分散しながら、短縄跳
びに全校で取り組み、体力向上や記録向上を目指した。
体力テストの記録を毎年学校保管することで、昨年度か
らの記録の伸びを確かめ、体力向上への意欲を高め、
児童自らが成長を感じられるようにした。

Ａ
５人

Ｂ
１人
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

１２月に実施する保護
者アンケート項目「望ま
しい人間関係を築ける
ようにしている」の肯定
的回答の割合

４：
９５％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

・毎年、学校行事に対する保護者の関心度の高さが伺えられ、先生方の研修による
指導の方法や工夫でより充実した学習や行事が行われているものと思いました。
・５組（支援学級）の授業の質がとても高く、児童全員の表情が明るく幸せそうなの
で、洗小に支援学級があるということは今後もこの地域のご家庭の支えになると思
います。全校遠足や宿泊学習も楽しかったという声を保護者さんからよくお聞きしま
す。授業中に先生が児童を焦らせたり急かせたりすることが全く無いので強い信頼
関係があります。なので大人の目から運動会や学芸会を見ると、児童の自主性、助
け合い精神がはっきりとわかります。
・職層の異なる教員がグループとなって改善に取り組む研修は、先生方の信頼関係
あってこそと思うので、洗小らしさを感じました。素晴らしい取り組みと思います。
・セーフティ教室で今までにない難しいネット上の子供の安全を守る取り組みも行わ
れている。避難訓練、着衣水泳教室、自転車教室等、児童生徒の安全を守る取り組
みに力を入れている。
・「魅力のある教育環境」の中で重要なことは、教員の資質だと考えられます。OJT
の推進はとても有効だと思います。
・校内委員会やOJTを通じた教員間の連携、協力については、日常的なコミュニ
ケーションが、管理職の先生方を中心に、よく行われていると感じられる。学校行事
への保護者の参加については、感染症対策をしつつ、十分な機会を確保していただ
いた。
・肯定的評価が９割、という内容は保護者も学校を信頼しているからだと感じまし
た。

○自己肯定感を高める工夫や互いを認め合う学級集団
づくり、「国語科」の授業改善、いじめの早期発見、早期
対応、早期解決の徹底、不登校児童についての対策、
生命尊重週間等の取組を行ってきた。OJT、スキルアッ
プ研修等を通して、教師の学級経営力を高める等の対
策を立て、だれにとっても居心地のよい学級集団作りを
目指している。
〇各学期にあいさつに関する生活目標を設定し、学校
全体で挨拶の意識を高める取り組みや、校長講話にお
いて挨拶をすることの意義についての話も行い、児童の
学習・生活アンケート「挨拶、返事、ですますをつけた話
し方ができている」項目の肯定的回答の割合は90％を
達成している。
〇年間を通して問題行動・不登校問題対応に組織的に
あたり、児童一人一人に関するケース会議を開催し、学
校全体として周知徹底することができた。
〇QUテストを１年生以上の全学年で２回実施し、児童の
学級に対する満足度から、よりよい人間関係の構築を
図るためにコンサルティングを受けた。児童のコミュニ
ケーション能力の向上や学級における人間関係づくり、
よりよい学級経営を目指した。
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○校内委員会を月1回、定期的、計画的に実施してい
る。様々な課題を抱える児童について、関係諸機関とも
連携して、課題があるときはすぐに委員会を開き、課題
解決を図った。
○校内では、OJT研修として、職層の異なる教員がグ
ループになり、それぞれの授業を見合って授業改善に取
り組む研修、管理職や主任教員が、若手の教員に、生
活や学習の指導や工夫について講義等を行うスキル
アップ研修を実施した。
○学校公開、運動会、学芸会の行事では、１００％にち
かい保護者が来校した。学校公開における保護者アン
ケートでは、「子どもたちにとって分かりやすい授業をし
ていた」の「よくあてはまる」が６５％、「子どもたち一人ひ
とりの活動が充実していた」の「よくあてはまる」が５５％
であった。どちらの項目も肯定的評価では９割を超えて
いる。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

Ｂ

Ｃ

Ｄ

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

・算数では、習熟度別による授業やタブレットを使った学習、また保護者にも進捗状況を共有
と一人一人に寄り添ったきめ細かい指導が良いと思いました。実際授業を見学して、とても
分かりやすいと感じました。
・全学年の授業でスライドの活用と、活発な発言があります。授業の前には児童たちが自発
的に教室内の準備をしていました。算数の習熟度別クラスは全クラスがやる気と集中力が
みなぎっていました。社会も理科も表向きの暗記にとどまらず自ら深く調べて意欲的です。国
語や道徳でも人間の心の動き、相互の理解を深める話し合いがなされており人格教育にも
なっています。
・少人数による算数授業など児童一人ひとりの理解度に合わせた指導が効果的に行われて
いた。
・短時間だが授業風景を見た限りでも、単なる記憶に頼る学習ではなく、自分で考え、自分
の考えを述べることが出来る授業内容であった。
・学期に１度全教員へ授業観察の義務付けというのは意外と難しいものだと思います。確実
に授業力が向上することでしょう。
・算数少人数を全学年で取り入れられているのは、区内でも先行的な取り組みとして評価で
きると思います。個人面談を通じての、子供たち１人１人の到達度の保護者への伝達も、丁
寧に実施していただいた。学期ごとに授業観察→改善をしていただいていることも、学力向
上に向けた具体的な取り組みとして評価できる。
・１クラスの人数が多いので習熟度別による少人数授業は、とても良い取り組みだと感じまし
た。その取り組みで”わからない””つまらない”が減り、子どもたちが前向きになると良いなと
思います。

〇大田区学習効果測定の結果をもとに学習カルテを作
成し、夏休み前に児童一人一人と学習の方法について
確認、面談を行った。
〇１年生から６年生までの全学年において、習熟度別に
よる少人数算数授業を展開し、きめ細かい指導で確実
な定着を図った。また、タブレット端末を使って、算数ス
テップ学習に取り組み、児童一人一人の学習行動、到
達度を定期的に確認し、夏の個人面談を通じて進捗状
況を保護者に知らせた。
〇学期に１度全教員に授業観察を義務付け、主体的・
対話的で深い学びにつながる授業づくりの実践を行っ
た。授業改善の視点を明らかにして、授業のフィードバッ
クを丁寧に行った。

・日頃から挨拶はきちんとできていると思いました。挨拶や返事をすることで広がる
会話やコミュニケーションを大事にし、悩みや心配事があった時にもすぐに気付ける
ようであるといいです。
・５組（支援学級）の授業がとても工夫されており、一人一人が楽しく算数や家庭科
をしていた。だからであろう、学芸会での音楽の演奏は非常にすばらしく目をみはり
ました。先生方の教育のたまものです。また、不登校ぎみのお子様の対応について
は、学校の中だけでなく、家庭生活も含めた相談、関係機関とも連携したサポートを
ていねいに行っておられます。また縦割りの活動で１～６年が少人数で理解を深
め、仲良くできる工夫もされています。教室などに、児童が意見を入れられる箱もあ
り、先生と児童とのつながりを大切にしています。
・毎月の洗小だよりの「洗小江戸しぐさ」により、挨拶やマナーの大切さを楽しく、家
庭でも取り組める工夫がされているのを感じる。
・体験型のチームビルディング授業等でコミュニケーションや人間関係の構築に有
益な指導が行われている。
・本校でもあいさつはコミュニケーションの第一歩として大切にしています。
・いじめや不登校については、様々な子供たちが通う現場を運営する中で、全く何も
起こらない状況というのは難しい。そうした中で、あいさつや「さん」付けの徹底、先
生方の研修やＯＪＴ、ＱＵテストによる把握のほか、事案が生じたときの組織での対
応など、できる手は打たれているのではないかと評価する。ただし、これらの問題に
ついては、結果としての事案や当事者となる子供、保護者の気持ちにも丁寧に寄り
添っていただく努力を、引き続きお願いしたい。
・自己肯定感を高めるために、様々な対応、工夫をされていると思いました。不登
校、登校しぶりについては、就学前の育ちで何が大切なのか、必要なのかを考えさ
せられました。学校側からも、保育園で大切にしてほしいと思うことがあれば教えて
いただきたいです。

・休み時間には場所を分けて遊んだり、規則正しい生活への取組など心身共に健康に過ご
せるよう生活習慣への意識も高く感じます。
・運動会で皆とても姿勢良く、演技も体全体で跳んだり、回転したり、しっかり動いています。
入退場の時も全力で走りダンスもふりつけが完璧でした。１年生の時からとてもいっしょうけ
んめいしっかりと体育をしているので、高学年になり難度の高い体力のいる技も全員が習得
できています。
・参観はできませんでしたが、運動会の様子を洗小だよりで知ることができ、元気に楽しくス
ポーツを楽しんでいると感じた。千束スポーツ祭りでは、先生方も多数参加いただき、学校
全体でスポーツを通した体力向上に取り組んでいることが伝わってきました。
・体力テストや運動会等でスポーツに親しみ体力の向上に役立つ授業やイベントが行われ
ている。
・なわとび、いいですね。なわとびタイムを楽しみにしている子どもも増えてきているのではな
いでしょうか。
・早寝・早起き・朝ごはん運動については、毎日のカード記入、確認と保護者からのコメントを
通じて家庭を巻き込んだ取り組みができていた。感染症対策も兼ねた遊び場の確保につい
ては、広くはない学校の施設をうまく活用し、工夫されていた。
・コロナ禍でも子どもたちが楽しんで体を動かす工夫がされていると思いました。

○6月と10月に行った「早寝・早起き・朝ごはん」の取組
では、家庭との連携を図り、児童に望ましい生活習慣が
確立できるよう協力を仰いだ。
〇２５分休み及び昼休みには、児童が外でソーシャル
ディスタンスを取って遊ぶことができるように奨励し、校
庭・体育館・校舎の屋上とに分けて遊べるようにした。体
育朝会では、短縄跳びでの体力向上を図り、目的意識
をもって練習できるように工夫をした。
○「体育・健康授業地区公開講座」において、児童の体
力向上についての意識啓発を図り、なわとび講師を招き
ご指導いただいた。

Ａ
６人

Ａ
６人

B

Ｃ

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

オリンピック・パラリンピック教育において、
体験や交流活動を取り入れ、重点的に育
成すべき５つの資質を育てる。

経験年数・職層の異なる教員のペアを組
み、メンターシップ研修を行うことで、メン
ティーは学習指導力を、メンターは指導・
助言の能力を高める。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

子どもたち一人一人が誰にでも明るく、元
気に挨拶ができるよう指導を工夫する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。
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校
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庭
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地
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が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

東京工業大学・地域と連携した教育活動
を充実させる。
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２：
８０％
以上

１：
７０％
以上
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１１月に実施する児童
の学習・生活アンケー
トの項目「毎日学校で
生活することが楽しい」
の肯定的回答の割合

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○家庭への保護者向け文書を「まなびポケット」を通じて
デジタル配信にし、ペーパーレス化、教員の業務改善を
図った。学校だより、給食だより、学年だよりは毎月ホー
ムページに更新し、学校生活での様子を定期的にホー
ムページで公開した。
○東京工業大学留学生との交流では、直接交流を再開
し、総合的な学習の時間に取り組んだ探究的活動のま
とめを発表したり、交流を深めたりした。日本語での発表
を聞く時間を設定し、留学生の国の様子を聞く時間を取
ることができた。
〇学校便りの充実を図るために、紙面に写真を複数掲
載したり、地域の方の目に留まる工夫や内容を盛り込ん
だりした。

・学校生活の様子をホームページや学校だよりなどの紙面を通して等、保護者や地域の
人々が様々な形で目にすることができ、「洗小だより」を見るとたくさんの写真による学校紹
介が分かりやすくて良いと思います。
・青少年対策委員会主催の「千束スポーツ祭り」では、大勢の先生方のご協力ご参加をいた
だくことができました。家庭との連携のために従来からのPTA委員会を、そのつどボランティ
アを募集する「つどボラ」にし、負担軽減と参加のしやすさにつながっています。調布地区１４
校、大田区全体６０校との情報共有は会長がボランティアで連携しておられるので心強いで
す。
・校長先生、副校長先生が地域へのPR役として多くの場面へご参加いただいている（スポー
ツまつり反省会まで）。開かれた学校を体現されていて、とても親しみを感じています。いつ
もありがとうございます。
・紙による情報伝達だけでなくホームページ等、デジタルによる情報配信にも力を入れ、保
護者との連携を深める努力をしている。
・地域に開かれた教育の実現のために尽力されている様子が伝わってきます。
・保護者向け文書の「まなびポケット」での配信は、ペーパーレス化、業務負荷の低減に加え
て、保護者にとっても即時性、必要な時に振り返って見られるなど効果的な取り組みである。
学校だより、学年だよりのビジュアル化、HPへの掲載も保護者にとってはありがたい取り組
みとして感謝したい。東工大留学生との交流は、本校の特色の一つであり、もう一つの特色
である英語教育との相乗効果やこの時勢における国際理解につながる取り組みとして、今
後もぜひ継続していただきたい。
・デジタル化していくが紙でも必要に応じて対応しているとのこと。学校生活について家庭へ
の情報共有の方法を工夫していると思いました。コロナ禍でもできる交流について検討、実
践している様子が良くわかります。目に留まるお便りの工夫、ホームページについては保育
園ではできていない項目なのでとても参考になりました。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

B

Ｃ

Ｄ

3

学校公開日の保護者
アンケートで「分かりや
すい授業をしている」
「活動が充実している」
の２項目のＡ評価

１２月に実施する保護
者アンケートの項目
「体力の向上と危険防
止の方法を身に付けさ
せている」の肯定的回
答の割合

３：
５５％
以上

２：
５０％
以上

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

主体的・対話的で深い学びにつながる授
業づくりを工夫する。

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

目標に対する成果指標

２：
７５％
以上

４：
９３％
以上

１：
７５％
以下

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

３：
９０％

令和４年度　大田区立洗足池小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

◆教育目標　◎考える子　〇思いやる子　〇元気な子　◎やりぬく子
★目指す学校像　・「よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る」という理念の実現を目指す学校　・常に改革の意識をもち、直面する課題を正面から受け止め、課題解決に邁進する熱意にあふれた学校

★特色ある教育活動　・校内研究「未来社会を創造的に生きる子どもの育成」～「未来創造プログラム」作成のためのカリキュラム・マネジメントを通して～
・国際理解教育　・放課後算数クラブ　・土曜算数クラブ　・読書タイム　・完全ノーチャイム　・２５分間の休み時間　・たてわり班活動　・洗小江戸しぐさ　・夏休みわくわくスクール　・学校支援地域本部（スクールサポート洗足池）

１２月に実施する保護
者アンケート項目「学
習したことを理解してい
る」の肯定的回答の割
合

４：
９２％
以上

４：
９５％
以上

３：
８５％
以上

２：
７５％
以上

４：
９５％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

４：
６０％
以上

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

１２月に実施する保護
者アンケート項目「教
育活動に地域の力を生
かしている」の肯定的
回答の割合

１：
５０％
未満


